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■昭和40年国勢調査

従業地・通学地に関する集計

結果の概要＜昼夜間人口＞

□東京都区部の流入・流出就業者および通学者数＜昭和40年＞ 〈総理府統計局・以下同じ＞

□東京都区部への流入・流出先別通勤・通学者数〈昭和40年＞

□都県別昼間人口＜昭和40年・35年＞
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東京都区部への通勤通学者

(1)東京都の区部へ流入する通勤

・通学者は139万人，流出は25

万人で，さし引き115万人の流

入超過である。

□常住人口100人あたりの昼間人口＜昭和40年・35年＞
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(2)昭和35年とくらべ，東京都区

部へ流入する通勤・通学者の増

加は58万人，率にして71.7％の

増加である。

(3)東京都区部へ流入する通勤・

通学者139万人の内訳は，神奈

川県から39万人，埼玉県から35

万人，東京都区部以外から34万

人，千葉県から25万人である。



□市内に常住する就業者・通学者＜15才以上＞のうち他市町村に流出する就業者・通学者数＜昭和40年＞

□常住人口100人あたりの昼間人口 □就業者・通学者のうち東京都区部へ流出する人口

□東京都区部への通勤・通学者数が昭和35年～40年間に50％以上増加した市町村
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関東７都県の昼間人口

(1)関東７都県では，常住人口よ

りも昼間人口のほうが多いのは

東京都のみである。

(2)東京都の都心部および副都心

部の11区では，昼間人口が常住

人口よりも多い。なかでも千代

□関東７都県間の流動通勤・通学者数＜昭和40年＞

□関東７都県の流入・流出就業者数および通学者数＜昭和40年＞

□横浜市の昼間人口
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田区は，昼間人口が常住人口の

８倍をこえる。

(3)他市区町村への通勤・通学者

数は，この５年間にいちじるし

く増加した。

(4)通勤者に比し，通学者の増加

がとくにいちじるしい。



横浜市の昼間人口は1,676,397

人で，常住人口＜夜間人口＞の

1,788,915人と比較すると，

112,518人減少している。本市

からの流出は281,542人，他市

町村からの流入は169,024人と

なっている。

□都県別流入・流出就業者および通学者数＜昭和40年＞

83

横浜市外へ通勤・通学する者の

58.3％＜164,220人＞は東京都

区部へ流出している。

東京への流出人口の割合では，

港北・鶴見・中・神奈川・戸塚

区が大きい。

市内に常住する就業者・通学者

に対する東京都区部への流出

人口の割合は16.8％となってお

り, 35年の14.5％より5年間に

2.3％増加している。
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